
 

 

田
村
信
幸
議
員 

今
後
の
「
那
賀
町
教
育
方
針
及
び
教
育
施
策
」

に
つ
い
て 

Ｑ 

「
那
賀
町
総
合
戦
略
」
の
具
体
的
な
施
策
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。 

岡
川
雅
裕
教
育
長 

Ａ 

具
体
的
な
目
標
数
値
を
示
し
た
新
し
い
振
興
計
画
を
２

年
間
の
内
に
作
成
す
る
。 

 

道
の
駅
ト
イ
レ
の
「
温
水
洗
浄
便
座
」
改
修
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

Ｑ 

「
道
の
駅
ト
イ
レ
」
を
『
温
水
洗
浄
便
座
』
に
と
の
要
望

に
応
え
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
や
問
題
点
が
あ
る
の
か
。 

坂
口
博
文
町
長 

Ａ 

県
は
道
の
駅
を
防
災
拠
点
に
し
て
い
く
た
め
に
温
水
洗

浄
便
座
に
随
時
変
更
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。
鷲
敷
の
道
の

駅
に
つ
い
て
は
、
今
年
和
式
の
３
器
と
洋
式
３
器
を
温
水
便
座

に
変
更
す
る
と
聞
い
て
い
る
。 

  

 

久
川
治
次
郎
議
員 

災
害
復
旧
に
つ
い
て 

Ｑ 

町
道
出
羽
線
の
復
旧
の
見
通
し
に
つ
い
て
。 

井
本
和
行
建
設
課
長 

Ａ 
５
月
３
日
に
応
急
仮
工
事
が
完
了
し
た
。
今
後
は
徳
島
県

に
よ
り
、
災
害
対
策
等
緊
急
事
業
推
進
費
の
治
山
事
業
で
、
崩

壊
発
生
箇
所
の
対
策
を
実
施
し
て
頂
け
る
と
聞
い
て
い
る
。 

 

Ｑ 

災
害
時
に
お
け
る
旧
木
沢
・
旧
上
那
賀
地
区
の
町
道
・
林

道
等
の
迂
回
路
と
し
て
の
整
備
に
つ
い
て
。 

坂
口
博
文
町
長 

Ａ 

迂
回
路
と
し
て
の
新
設
は
、
採
択
が
厳
し
い
状
況
な
の
で

現
在
の
迂
回
路
を
整
備
し
対
応
し
た
い
。
今
後
、
環
境
税
で
対

応
可
能
か
ど
う
か
？
ま
た
、
町
財
政
状
況
も
含
め
検
討
し
て
い

く
。 

 

林
道
整
備
に
つ
い
て 

Ｑ 

那
賀
町
の
林
業
活
性
化
に
と
っ
て
林
道
の
整
備
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
町
長
の
見
識
は
。
放
置
さ
れ
た
荒
谷
ト
ン
ネ

ル
を
活
用
し
、
受
益
面
積
３
０
０
㏊
も
あ
る
荒
谷
へ
林
道
開
設

を
進
め
る
考
え
は
な
い
の
か
。 

坂
口
博
文
町
長 

Ａ 

木
材
搬
出
に
は
、
林
道
・
作
業
道
は
絶
対
的
な
必
要
条
件

で
あ
り
、
今
後
も
環
境
税
の
み
で
な
く
従
来
の
制
度
の
予
算
確

保
を
強
く
要
望
し
て
い
る
。
荒
谷
ト
ン
ネ
ル
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
林
道
の
み
な
ら
ず
関
係
機
関
と
十
分
調
整
し
て
有
効
な
活

用
を
検
討
し
て
い
く
。 

 

 

 

山
上
健
造
議
員 

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
つ
い
て 

Ｑ 

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
放
送
さ
れ
た
場
合
、
ど
う
い
っ
た
行
動
を

す
れ
ば
い
い
の
か
。 

河
井
伸
夫
防
災
課
長 

Ａ 

①
武
力
攻
撃
情
報
と
②
津
波
警
報
・
緊
急
地
震
速
報
の
２

種
類
あ
る
が
、
①
で
あ
れ
ば
、
屋
外
に
い
る
場
合
は
近
く
の
建

物
や
地
下
に
避
難
。
建
物
が
な
い
場
合
は
物
陰
に
身
を
隠
す
か

地
面
に
伏
せ
て
頭
部
を
守
る
。
屋
内
に
居
る
場
合
は
窓
か
ら
離

れ
る
。 

 

和
食
地
区
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
に

つ
い
て 

Ｑ 

こ
れ
か
ら
、
本
格
的
に
工
事
が
始
ま
る
が
、
土
の
運
搬
ま

た
は
搬
入
の
際
の
ほ
こ
り
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

坂
口
博
文
町
長 

Ａ 

粉
塵
は
勿
論
、
通
行
の
安
全
面
も
含
め
て
対
応
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
強
く
要
望
し
、
最
善
を
尽
く
し
て
い
た
だ
け
る
と

聞
い
て
い
る
。 

河
井
伸
夫
防
災
課
長 

Ａ 

埃
に
関
す
る
苦
情
は
今
ま
で
１
件
あ
っ
た
が
、
県
に
報
告

し
迅
速
に
対
処
し
て
い
た
だ
い
た
。 

 

 

連
記
か
よ
子
議
員 

介
護
保
険
料
に
つ
い
て 

Ｑ 

介
護
保
険
料
が
高
く
な
っ
た
要
因
は
。 

池
田
繁
人
保
健
医
療
福
祉
課
長 

Ａ 

高
齢
化
率
の
上
昇
と
要
介
護
者
数
、
ま
た
要
介
護
認
定
率

の
伸
び
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
結
果
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
増
に
伴
い
、
施
設
・
在
宅
等
の
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の

増
加
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

糖
尿
病
予
防
策
に
つ
い
て 

Ｑ 

特
定
健
診
の
受
診
率
・
透
析
患
者
数
・
食
生
活
改
善
の
指

導
や
周
知
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

池
田
繁
人
保
健
医
療
福
祉
課
長 
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那
賀
町
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会
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ら 
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知
ら
せ 

 

平
成
３０
年
６
月
定
例
会
議 

一
般
質
問
か
ら 

主
な
質
問
と
こ
れ
に
対
す
る
長
や
関
係
課
等
の
答
弁

の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

鷲の里トイレ    温水洗浄便座 

荒谷トンネル 入口付近 



Ａ 

特
定
検
診
受
診
率
は
、
現
在
暫
定
県
下
２
位
（
国
保
分
）。

透
析
患
者
数
は
、
昨
年
度
実
績
で
１
９
名
。
糖
尿
病
の
方
が
半

数
を
占
め
、
重
症
化
予
防
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
医
療
と
連

携
し
た
保
健
・
栄
養
指
導
の
も
と
透
析
導
入
が
延
伸
さ
れ
た
た

め
、
昨
年
度
の
透
析
導
入
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。
食
生
活
の

改
善
・
指
導
は,

健
診
結
果
や
医
療
機
関
の
依
頼
に
よ
り
管
理

栄
養
士
が
対
象
者
に
訪
問
・
栄
養
指
導
、
地
域
に
お
い
て
は
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
に
つ
い
て 

Ｑ 

那
賀
町
を
訪
れ
て
い
る
外
国
人
の
数
に
つ
い
て
。
ま
た
、
外

国
人
に
も
分
か
り
や
す
い
看
板
の
設
置
や
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
の

具
体
策
は
あ
る
の
か
。 

西
田
暁
信
に
ぎ
わ
い
推
進
課
長 

Ａ 

外
国
人
観
光
客
は
増
え
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
応
と
し
て
鷲
の
里
の
ト
イ
レ
洋
式
化
や
英
語
版

パ
ン
フ
を
作
成
し
て
い
る
。
今
後
は
「
四
国
の
右
下
観
光
局
」

と
連
携
し
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。 

 

 

静
好
洋
議
員 

那
賀
川
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
に
お

け
る
輪
中
堤
建
設
の
外
水
対
策
に
つ
い
て 

Ｑ 

那
賀
川
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
で
は
、
床
上
浸
水

は
免
れ
る
が
床
下
浸
水
は
免
れ
な
い
と
理
解
し
て
い
る
が
町

長
の
見
解
は
。 

坂
口
博
文
町
長 

Ａ 

こ
の
事
業
は
、
床
上
浸
水
対
策
を
基
本
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
で
、
床
下
浸
水
に
つ
い
て
は
、
町
単
独
で
内
水
を
含
め
て

排
水
路
の
施
行
を
す
る
な
ど
で
対
応
し
て
い
く
。 

 

内
水
対
策
に
つ
い
て 

Ｑ 

本
流
那
賀
川
の
越
水
は
免
れ
て
も
支
流
南
川
の
越
水
懸

念
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。 

坂
口
博
文
町
長 

Ａ 

内
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
排
水
路
に
併
せ
て
排
水
ポ
ン
プ

の
導
入
も
検
討
し
て
い
る
。
樋
門
の
構
造
に
お
い
て
も
排
水
ポ

ン
プ
の
使
用
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
く
。 

河
井
伸
夫
防
災
課
長 

Ａ 

土
佐
地
区
の
雨
水
の
一
部
を
南
川
へ
流
し
て
も
、
そ
の
流

量
は
南
川
の
計
画
流
量
に
対
し
て
わ
ず
か
で
あ
る
た
め
、
分
流

水
路
事
業
に
よ
り
南
川
が
越
水
す
る
こ
と
は
な
い
と
聞
く
。 

 

Ｑ 

近
年
の
局
地
的
豪
雨
・
線
状
降
水
帯
災
害
に
鑑
み
る
と
、

内
水
か
ら
の
要
因
で
床
上
浸
水
の
可
能
性
は
な
い
と
は
言
え

な
い
が
そ
の
見
解
は
。 

河
井
伸
夫
防
災
課
長 

Ａ 

分
流
水
路
事
業
で
は
、
降
雨
強
度
を
143

ｍｍ/

時
で
設
計
し

て
い
る
の
で
、
ダ
ム
放
流
量
が
小
さ
く
、
那
賀
川
本
流
の
水
位

そ
の
も
の
が
上
昇
し
て
い
な
け
れ
ば
、
内
水
に
よ
る
床
上
浸
水

は
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

 

福
永
敏
行
議
員 

防
犯
灯
に
つ
い
て 

Ｑ 

那
賀
町
の
現
状
を
踏
ま
え
、
防
犯
灯
の
早
期
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と

町
管
理
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。 

河
井
伸
夫
防
災
課
長 

Ａ 

修
理
が
必
要
な
防
犯
灯
は
、
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
し
て
い

る
。
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
と
電
気
代
が
安
く
な
り
、
交
換
コ
ス
ト

と
電
気
代
は
７
年
で
逆
転
す
る
。
一
斉
に
換
え
る
の
も
ひ
と
つ
の

方
法
だ
が
、
他
の
事
業
と
の
優
先
順
位
を
考
え
な
が
ら
検
討
す

る
。 

 

 

山
﨑
篤
史
副
議
長 

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て 

Ｑ 

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
、
新
し
い
教
育
長
、
ま
た
各
支

所
長
の
考
え
は
。 

岡
川
雅
裕
教
育
長 

Ａ 

子
育
て
等
に
対
す
る
経
済
的
支
援
の
情
報
を
提
供
す
る
。

結
婚
や
子
育
て
が
良
い
も
の
と
思
え
る
気
持
ち
を
芽
生
え
さ

せ
る
。 

新
田
尚
輝
相
生
支
所
長 

Ａ 

学
校
や
病
院
等
に
近
い
住
環
境
が
あ
る
程
度
整
っ
た
位

置
に
住
宅
用
地
を
確
保
で
き
れ
ば
、
農
林
業
に
就
く
人
も
、
近

隣
市
町
村
へ
通
勤
す
る
人
も
住
ん
で
い
た
だ
け
る
の
で
は
な

い
の
か
と
思
う
。
そ
し
て
、
那
賀
町
の
祝
い
金
や
支
援
事
業
等

の
制
度
を
十
分
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
。 

河
野
晶
上
那
賀
支
所
長 

Ａ 

住
環
境
・
教
育
環
境
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
中
で
人
口
減
少

を
食
い
止
め
る
方
法
は
な
い
。
生
活
基
盤
が
失
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
所
へ
新
た
に
人
を
呼
び
込
む
の
も
難
し
い
と
考
え
る
。 

高
石
道
徳
木
沢
支
所
長 

Ａ 

移
住
者
・
定
住
者
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
関
係
各
課
と
連

携
し
対
応
す
る
。
出
身
者
の
方
に
Ｕ
タ
ー
ン
を
呼
び
か
け
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
住
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
の
た
め
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
対
応
に
努
め
た
い
。 

後
藤
交
峰
木
頭
支
所
長 

Ａ 

就
業
機
会
の
確
保
は
農
業
で
Ｊ
Ａ
初
め
木
頭
ゆ
ず
ブ
ラ

ン
ド
を
活
用
し
た
業
者
が
複
数
あ
り
就
業
機
会
は
あ
る
。
生
産

量
の
確
保
等
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
１
次
産
業

の
後
継
者
対
策
を
行
い
、
こ
の
流
れ
を
継
続
す
る
よ
う
な
支
援

を
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
人
口
減
少
対
策
は
行
え
る
。 

 

Ｑ 

「
第
３
子
出
産
祝
金
１
０
０
万
円
」
と
い
う
制
度
が
１２
年

前
に
で
き
て
い
る
が
、
そ
の
実
績
は
。 

佐
々
野
嘉
代
す
こ
や
か
子
育
て
課
長 

Ａ 

出
産
祝
い
金
加
算
金
制
度
の
平
成
22
年
度
か
ら
29
年
度

の
交
付
金
額
は
合
計
２
７
７
５
万
円
。
15
年
を
経
過
し
な
い

た
め
百
万
円
の
実
績
は
な
い
が
、
10
年
目
の
実
績
か
ら
今
後

15
年
目
に
合
計
百
万
円
に
該
当
さ
れ
る
方
が
数
名
と
予
測
さ

れ
る
。 

 

人
材
育
成
に
つ
い
て 

Ｑ 

①
研
修
状
況
は
適
切
か
つ
充
足
し
て
い
る
か
。
②
組
織
内

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
は
適
切
か
つ
充
足
し
て
い

る
か
。 

新
居
総
務
課
長 

Ａ 

①
内
部
研
修
を
５
回
実
施
し
、
外
部
研
修
は
徳
島
県
自
治

研
修
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
実
施
し
て
い
る
。
状
況
は
公
表
し
て

い
る
。
②
人
事
評
価
を
行
う
こ
と
で
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
。 

 

観
光
資
源
の
利
活
用
に
つ
い
て 

Ｑ 
①
那
賀
川
に
は
「
は
こ
ぶ
ね(

野
猿)

」
が
存
在
し
て
い
た

が
、
現
在
残
っ
て
い
る
か
。
②
あ
い
あ
い
ら
ん
ど
側
と
も
み
じ

川
温
泉
側
を
繋
ぐ
「
は
こ
ぶ
ね
」
を
開
通
さ
せ
る
と
大
き
な
観

光
資
源
に
な
る
と
考
え
る
が
、
設
置
運
用
す
る
上
で
の
コ
ス
ト

や
申
請
許
認
可
等
は
ど
の
程
度
の
も
の
と
考
え
る
か
。 

坂
口
博
文
町
長 

Ａ 

使
用
可
能
な
野
猿
は
残
っ
て
い
な
い
。
許
可
は
河
川
の
上

空
占
用
も
含
め
て
難
し
い
。 

西
田
暁
信
に
ぎ
わ
い
推
進
課
長 

Ａ 

建
築
費
や
建
築
後
の
安
全
面
へ
の
配
慮
、
維
持
管
理
費
、

人
件
費
等
に
相
当
な
費
用
が
掛
か
る
と
思
わ
れ
、
事
業
の
継
続

性
の
面
か
ら
建
築
・
運
営
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。 

 

 

柏
木
岳
議
員 

消
防
署
現
体
制
に
つ
い
て 

Ｑ 

上
流
出
張
所
の
救
助
体
制
の
構
築
、
上
流
部
で
の
火
災
へ

の
対
応
、
過
去
に
起
き
た
消
防
署
長
無
資
格
問
題
へ
の
反
省
点

を
踏
ま
え
た
組
織
づ
く
り
等
へ
の
対
策
は
充
分
に
成
さ
れ
て

い
る
か
。 

西
本
安
廣
消
防
長 



Ａ 

救
助
資
機
材
（
初
動
用
）
を
購
入
し
、
初
動
活
動
で
き
る

よ
う
準
備
し
て
い
る
。
救
急
を
主
に
行
っ
て
お
り
、
火
災
は
消

防
団
と
連
携
活
動
と
な
る
。
職
員
間
の
風
通
し
を
よ
く
す
る
た

め
、
毎
月
１
回
会
議
と
年
２
回
全
体
会
議
を
開
き
、
意
思
統
一

を
図
っ
て
い
る
。 

 

新
教
育
長
の
学
校
を
通
し
た
地
域
づ
く
り
へ

の
認
識
に
つ
い
て 

Ｑ 

こ
れ
ま
で
も
相
当
こ
だ
わ
っ
て
学
校
施
設
の
存
続
が
地

域
活
力
の
維
持
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
き
た
。
教
育

長
の
交
代
に
伴
い
、
新
教
育
長
の
認
識
を
問
い
た
い
。 

岡
川
雅
裕
教
育
長 

Ａ 

情
報
を
相
手(

保
護
者
・
地
域
住
民)

に
正
し
く
伝
え
て
、

そ
の
上
で
全
体
的
な
こ
と
を
配
慮
し
な
が
ら
判
断
す
る
。 

 

目
指
す
べ
き
新
時
代
に
向
け
て
の
地
方
政
治

力
の
強
化
へ
首
長
と
議
会
の
関
係
に
つ
い
て 

Ｑ 

議
会
活
性
化
に
は
首
長
の
価
値
観
・
取
り
組
み
姿
勢
の
変

化
も
大
き
く
寄
与
す
る
。
行
政
は
無
謬
で
は
な
く
、
議
論
を
通

じ
て
制
度
を
改
善
さ
せ
て
い
く
下
地
を
積
極
的
に
構
築
し
て

い
く
姿
勢
を
更
に
お
願
い
し
た
い
。 

坂
口
博
文
町
長 

Ａ 

自
分
が
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
行
政
側
か
ら
提
案
し
た
案

件
が
無
謬
（
誤
り
が
無
い
）
と
思
っ
て
い
な
い
。
議
員
提
案
に

つ
い
て
も
、
全
て
無
謬
と
思
っ
て
い
な
い
の
で
修
正
箇
所
を
お

願
い
す
る
こ
と
も
あ
る
。
充
分
議
論
し
対
応
し
て
ゆ
く
。 

 

新
居
敏
弘
議
員 

介
護
保
険
料
の
減
免
制
度
創
設
に
つ
い
て 

Ｑ 

低
所
得
者
に
対
す
る
減
免
制
度
を
、
那
賀
町
で
も
創
設
す

る
考
え
は
な
い
か
。 

坂
口
博
文
町
長 

Ａ 

介
護
保
険
制
度
の
３
原
則
（
１
全
額
免
除
は
し
な
い
。
２

収
入
の
み
に
着
目
し
た
一
律
の
減
免
は
し
な
い
。
３
減
免
の
財

源
を
一
般
財
源
か
ら
繰
り
入
れ
し
な
い
。
）
の
中
で
今
後
次
期

ま
で
に
制
度
の
見
直
し
も
要
望
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。 

 

就
学
援
助
制
度
に
お
け
る
新
入
学
学
用
品
費

の
前
倒
し
支
給
に
つ
い
て 

Ｑ 

来
年
度
入
学
か
ら
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
ど
う

か
。 

岡
川
雅
裕
教
育
長 

Ａ 

来
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
、
調
査
・
検
討
を
行
う
。 

 

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
施
策
に
つ
い
て 

Ｑ 

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
施
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
か
。
ま
た
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
世
帯
数
及
び

緊
急
通
報
装
置
の
整
備
数
は
。
ま
た
平
成
２９
年
度
で
は
新
た
な

緊
急
通
報
装
置
の
整
備
事
業
、
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
の
件

数
は
。 

池
田
繁
人
保
健
医
療
福
祉
課
長 

Ａ 

施
策
と
し
て
、
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
、
緊
急
通
報
設
置
、

日
常
生
活
用
具
給
付
、
住
宅
改
造
費
等
の
助
成
、
福
祉
用
具
の

レ
ン
タ
ル
。
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
窓
口

対
応
。
ま
た
、
軽
度
生
活
援
助
等
。
高
齢
者
等
に
関
係
す
る
も

の
は
、
外
出
支
援
（
タ
ク
シ
ー
半
額
補
助
）
・
移
動
支
援
（
身

体
障
が
い
認
定
者
）
等
。
そ
の
他
に
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
サ
ー

ビ
ス
、
成
年
呼
応
件
制
度
の
支
援
事
業
等
が
あ
る
。
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
世
帯
数
は
、
１
０
９
２
世
帯
。
緊
急
通
報
装
置
の
新

規
設
置
数
は
２
件
、
日
常
生
活
用
具
給
付
は
０
件
で
あ
る
。 

 

 

株
田
茂
議
員 

国
道
か
ら
の
景
観
に
つ
い
て(

１) 

Ｑ 

国
道
１
９
５
号
線
の
百
合
～
朝
生
の
川
沿
い
の
杉
が
伐

採
さ
れ
て
住
民
か
ら
好
評
で
あ
る
が
、
他
の
区
間
に
お
い
て
も

実
施
す
る
つ
も
り
は
あ
る
か
。
ま
た
、
景
観
保
持
の
観
点
か
ら

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
ミ
ツ
マ
タ
を
植

え
て
は
ど
う
か
。 

坂
口
博
文
町
長 

Ａ 

地
権
者
の
ご
理
解
と
予
算
面
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。
低
木
の
植
林
や
遊
歩
道
の
設
置
な
ど
、
ご
提
案
を
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
、
今
後
、
維
持
管
理
を
含
め
状
況
等
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。 

 

 

国
道
か
ら
の
景
観
に
つ
い
て(

２)
 

Ｑ 

風
倒
木
を
放
置
す
れ
ば
、
木
頭
杉
産
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン

ド
に
傷
が
つ
き
か
ね
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。 

西
本
忠
司
林
業
振
興
課
長 

Ａ 

風
倒
木
処
理
に
は
、
山
林
所
有
者
の
負
担
が
必
要
に
な
り

事
業
実
施
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
来
年
度
以
降
実
施
さ
れ
る
森

林
環
境
譲
与
税
で
の
対
応
を
、
将
来
に
向
か
い
検
討
す
る
。 

 

メ
デ
ィ
ア
ド
ゥ
の
藤
田
構
想
に
つ
い
て 

Ｑ 

美
那
川
キ
ャ
ン
プ
場
は
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ 

Ｋ
Ｉ
Ｔ

Ｏ
と
し
て
、
こ
の
夏
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
着
々
と
整
備
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
他
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、

報
告
を
受
け
て
い
る
の
か
。 

坂
口
博
文
町
長 

Ａ 

こ
れ
ま
で
の
構
想
と
違
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今

後
、
地
域
の
皆
さ
ん
方
及
び
地
権
者
の
方
に
計
画
内
容
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
計
画
内
容
を
充
分
精
査
し
て
い
た
だ
き
進
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
る
。 

   


